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はじめに

　オホーツク海では1989年以降，急な海氷面積の減少が報告されている。また北極海

でも海氷の厚さの減少や多年氷の面積の減少，融解期間の増加等の報告もある。気候変化

による海氷変動を検討するとき，海氷面積だけでなく海氷の厚さの調査も重要である。特

に季節海氷域では薄い氷が広がっているところも多く，海氷面積が広がっていても実は厚

さが薄くなっている可能性もある。しかし，広域の海氷の厚さに関する観測方法はあまり

なく，天候や波浪など観測条件が整ったときのみ利用できるものがほとんどである。近年，

受動マイクロ波によって海氷の厚さを観測する技術が提案されている。これらは厚さの分

類性能はまだ十分でないが，海氷の状態を表現する指標として有効である。とくに季節海

氷域に於いては薄い海氷を分離できる意味は大きい。

　本研究では，海氷の季節変化と経年変動を調査するために，まず衛星による海氷の厚さ

に関する観測方法を検討した。それらは可視，赤外，マイクロ波等を用いたものである。

詳細な観測では高空間分解能の可視情報が優れているが，広域を毎日連続観測するには受

動マイクロ波観測が有効である。この研究ではマイクロ波観測により作成した海氷情報を

検討し，特に近年海氷面積の減少が顕著であるオホーツク海について調査した。その結果，

最近の温暖年において海氷厚の減少が見られる。オホーツク海の海氷の季節変化において

短期変動は，暖気の流入によって大きく影響を受けているが，薄氷の場合にはその影響が

顕著になった。

　また，オホーツク海北部で数週間も海氷域が孤立して維持される特異な海氷分布パター

ンが見いだされた。これは従来グリーンランド海で観測されていたOddenと呼ばれる孤立

した海氷域の形成と維持に類似しており，オホーツク海で何故同様なパターンが生じるか，

また温暖年に観測されたことから気候との関連が興味深い。薄い海氷は北半球の季節海氷

域で観測できるのでさらに他の海域についても注意深く観測する必要がある。特に薄氷域

が拡大する地域としては，べ一リング海があげられる。

　また，南極海ではしばしば棚氷の流出が観測されているが，棚氷や浮氷舌の分離と海氷

の関係もよくわかっていない。季節海氷域の海氷の多寡が影響している可能性もある。リ

ュツオホルム湾の沖の海氷域での衛星観測から，海氷域内部に特に海氷が密集し，夏期に

なってもなかなか消えないコア領域のようなものの存在が見られた。これは従来の海氷の

密接度分布情報からは判断できず，新たな観測技術が必要となる。コア領域は寒冷年に生

じていたが，その形成傾向は融解期に顕在化するより半年早くすでに初冬期に見られた。

海氷の季節変化における結氷開始時期の初期条件の重要性が考えられた。
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